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　21世紀の扉が開いた今、私たちは輝く未来を創
りたい。自分を生かし、他人を認め、女も男も共に
いきいきした暮らしができるまち我孫子にするた
めに、ここに「男女共同参画都市」を宣言します。 
１私たちは、男女がお互いの人権を尊重する我孫
子にします。 

２私たちは、社会のあらゆる分野で、男女が平等に
参画する我孫子にします。 

３私たちは、男女が一人ひとり自立し、責任を分か
ち合う我孫子にします。 

 
2001（平成13）年６月26日制定 

チーバくん

我孫子市はなぎなたの
開催地です。

平成22年（2010）

今年は市制施行40周年40
祝 

大
正
時
代
、
雑
誌
『
白
樺
』
同
人
の
中
核
と
な
っ
た
柳
宗
悦

や
な
ぎ
む
ね
よ
し

、
志
賀

直
哉
、
武
者
小
路
実
篤

む
し
ゃ
の
こ
う
じ
さ
ね
あ
つ

が
住
み
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
よ
う
に
多
く
の
文

人
・
画
家
も
集
っ
た
手
賀
沼
の
ほ
と
り
。
『
白
樺
』
に
彼
ら
は
小
説
や

論
文
を
発
表
、
ま
た
西
洋
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど
を
紹
介
し
、
日
本
近
代

芸
術
全
般
に
わ
た
る
先
導
的
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
市
教
育
委
員
会
で

は
、
こ
の
『
白
樺
』
創
刊
百
周
年
を
記
念
し
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
開

催
し
ま
す
。
文
化
・
芸
術
の
秋
を
一
足
先
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

L

我
孫
子
市
白
樺
文
学
館
蕁
７
１
６

９
・
８
４
６
８

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
兼
子
」
上
映
会

白
樺
文
学
館
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
柳
宗

悦
・
兼
子
の
解
説
も
あ
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

８
月
22
日
豸
午
後
２
時

〜
、
ア
ビ
ス
タ
・
ミ
ニ
ホ
ー
ル（
無
料
）

定
員

中
学
生
以
上
、
先
着
60
人

申
込
方
法

電

話
・
図
書
館
窓
口

（
８
月
１
日
豸
午

前
９
時
30
分
か
ら

受
け
付
け
開
始
）

O
・
L

図
書
館

（
ア
ビ
ス
タ
本
館
）

蕁
７
１
８
４
・
１

１
１
０

お
話
と
音
楽
の
ひ
と
と
き

柳
兼
子
の
思
い
出
を
語
る

日
時

９
月
５
日
豸
午
後
２
時
〜
　

場
所

ア
ビ
ス
タ
・
ミ
ニ
ホ
ー
ル

内
容

お
話
…
石
丸
重
尚

し
げ
な
お

さ
ん
（
日

本
民
藝
館
理
事
、
柳
兼
子
の
甥
）、
声

楽
…
柏
原
美
緒
さ
ん
（
柏
市
在
住
の
ソ

リ
ス
ト
）

費
用

５
０
０
円
（
白
樺

文
学
館
入
館
券
付
き
）

定
員

中
学
生
以
上
、
先
着
60
人

申
込
方
法

電
話
・
白
樺
文
学
館
窓
口

（
８
月
１
日
豸
午
前
９
時
30
分
か
ら
受

け
付
け
開
始
）

O
・
L

我
孫
子
市
白
樺
文
学
館
蕁
７

１
６
９
・
８
４
６
８

記
念
講
演

柳
宗
悦
と
浅
川
兄
弟

日
時

９
月
11
日
貍
午
後
２
時
〜

場
所

ア
ビ
ス
タ
・
ホ
ー
ル

講
師

李
尚
珍

イ
サ
ン
ジ
ン

さ
ん
（
山
梨
英
和
大
学

人
間
文
化
学
部
助
教
）

費
用

５
０

０
円
（
白
樺
文
学
館
入
館
券
付
き
）

定
員

中
学
生
以
上
、
先
着
１
４
０
人

申
込
方
法

電
話
・
白
樺
文
学
館
窓
口

（
８
月
１
日
豸
午
前
９
時
30
分
か
ら
受

け
付
け
開
始
）

O
・
L

我
孫
子
市
白
樺
文
学
館
蕁
７

１
６
９
・
８
４
６
８

柳
宗
悦
の
民
藝
思
想
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
李
朝
白
磁
（
写
真
）
が
９
月
１

日
貉
〜
30
日
貅
、
96
年
ぶ
り
に
日
本
民

藝
館
か
ら
我
孫
子
に
里
帰
り
し
ま
す
。
■

期
間

10
月
３
日
豸
ま
で

場
所

我
孫
子
市
白
樺
文
学
館

費
用

３
０
０
円
（
小
・
中
学
生
１
０

０
円
、
■

高
・
大
学

生
２
０
０

円
）

※
団
体
割

引
あ
り
。

L

同
館
蕁
７
１
６
９
・
８
４
６
８

志
賀
直
哉
邸
跡
地

青
空
紙
芝
居

志
賀
直
哉
・
柳
宗
悦
を
知
ろ
う

※
志
賀
直
哉
の
書
斎
を
公
開
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

①
８
月
11
日
貉
、
②
26

日
貅
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

30
分
。
志
賀
直
哉
邸
跡
地
（
緑
雁
明
緑

み
ど
り
が
ん
み
ょ
う
り
ょ
く

地ち

）〈
雨
天
中
止
〉

費
用

無
料
（
予
約
不
要
）

観
る
者
に
安
ら
ぎ
と
心
地
よ
さ
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
手
賀
沼
周
辺
の
自
然
が

織
り
成
す
変
化
に
富
ん
だ
風
土
は
、
固

有
の
地
理
的
資
源
で
あ
り
、
「
願
え
ば

得
ら
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
悠
久
の
年
月
が
培
っ
た
我
孫
子

な
ら
で
は
の
も
の
な
の
で
す
。

市
内
に
は
、
そ
の
風
土
を
愛
し
た
文

化
人
た
ち
の
旧
居
、
旧
宅
が
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
白
樺
派
を
は
じ
め
と
す

る
文
人
た
ち
は
、
こ
の
地
で
文
筆
活
動

を
展
開
し
、
多
く
の
名
作
を
世
に
送
り

出
し
ま
し
た
。
そ
の
執
筆
の
成
果
と
活

動
を
展
開
し
た
居
宅
は
、
今
で
は
我
孫

子
市
の
大
切
な
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。
『
白
樺
』
創
刊
百
周
年
を
記
念

し
、
こ
れ
ら
の
遺
産
や
何
気
な
い
路
傍

に
潜
む
歴
史
の
資
源
を
我
孫
子
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

我孫子市長選挙の
投票日が決定

我
孫
子
は
、
大
正
時
代
を
中
心
に
手

賀
沼
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
風
土
に
惹ひ

か

れ
た
多
く
の
文
化
人
の
住
む
と
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
。
台
地
か
ら
眺
め
る
湖
水

と
対
岸
の
森
や
林
の
風
情
は
、
百
年
近

く
を
経
た
今
で
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
■

手
賀
沼
花
火
に
募
金
の
ご
協
力
、
■

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
募
金

額
は
１
７
８
万
８
２
６
２
円
に
な
り

ま
し
た
。（
７
月
26
日
現
在
）

な
お
、
当
日
に
は
交
通
規
制
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
公
共
交

通
機
関
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

花
火
日
時

８
月
７
日
貍
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
（
荒
天
の
場
合
は
、
８

月
８
日
豸
ま
た
は
21
日
貍
）

規
制
時
間
・
場
所

歩
行
者
専
用
道

路
・
車
両
通
行
禁
止
区
域
が
設
け
ら

れ
ま
す（
下
図
参
照
）

【
当
日
の
注
意
点
】

▼
規
制
前
の
道
路
な
ど
の
場
所
取
り

は
、
危
険
で
す
の
で
や
め
て
く
だ
さ

い
。
▼
ア
ビ
ス
タ
は
、
午
後
３
時
か

ら
臨
時
休
館
し
ま
す
。
駐
車
場
も
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
あ
び
バ
ス
は
、

台
田
〜
船
戸
間
で
午
後
５
時
か
ら
運

休
し
ま
す
。
▼
手
賀
沼
公
園
の
駐
車

場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
開
催
の
有
無
は
当
日
の
午
前
８
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
蕁
０
１
８

０
・
99
・
３
２
１
５
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

L

手
賀
沼
花
火
大
会
実
行
委
員
会

復
活
！

手
賀
沼
花
火
大
会

８
月
７
日
貍
午
後
７
時
〜

40
祝 

エベレストに登頂
した市内在住の海外
高所登山ガイド・倉
岡裕之さん（白山在
住・我孫子中学校卒
業）が7月8日、市長
室を訪問し、登頂ま
でのエピソードなど
を交えながら、星野
市長と歓談しました（写真・左）。
なお、エベレスト山頂でかかげた「あびこ 祝市制40
周年」の旗は、市に寄贈されることになり、8月21日貍
の倉岡さんの講演会の日に贈呈式が行われます。
L 秘書広報課・内線206

潜
在
資
源
を
引
き
出
す
ま
ち
づ
く
り

我
孫
子
市
長
　
星
野
順
一
郎

「
白
樺
」か
ら「
民
藝
」
へ

雑
誌『
白
樺
』創
刊
百
周
年

記

念

特

別

企

画

展

雑
誌
『
白
樺
』
創
刊

百
周
年
を
記
念
し
て

エベレスト登頂の倉岡さん、
市長室を訪問

（
商
工
会
内
）
蕁
７
１
８
２
・
３
１

３
１
、
開
催
当
日
午
後
４
時
〜
10
時

は
蕁
７
１
８
５
・
１
４
７
５

【
規
制
時
間
】

■
■
車
両
通
行
止
め
①
…
午
後
６

時
〜
９
時
、
②
③
…
午
後
６
時
〜
９

時
30
分

■
■
歩
行
者
専
用
④
…
午
後
８
時

30
分
〜
９
時
30
分

…
一
方
通
行

※
手
賀
沼
公
園
の
観
覧
の
場
所
取
り

は
、
前
日
の
午
後
５
時
か
ら
と
な
り

ま
す
。

白樺文学館 
　（駐車場なし） 

図書館 

駐車場 

0 50ｍ 

ドラッグ 
 ストア 

柏 

（アビスタ本館） 
手賀沼 

布佐 手賀沼ふれあいライン 

  三樹荘 
（柳宗悦邸跡） 

嘉納治五郎別荘跡 
みどりがんみょうりょくち 

（緑雁明緑地） 

志賀直哉邸跡 

徒歩5分 

▼図書館（アビスタ本館）、白樺文学館、志賀直哉邸跡

我
孫
子
の
「
白
樺
」
を
知
ろ
う
！

市制40周年記念事業　我孫子市教育委員会主催

S雑誌『白樺』創刊百周年の
記念行事を開催

40
祝 

天王台 
我孫子駅 

常磐線 

国道356号 
↑一方通行 一方通行↑ 

手賀沼ふれあいライン 
アビスタ 手賀沼 

旅
行
会
社 

北柏 

船
橋
・ 

我
孫
子
線 

八坂神社八坂神社 八坂神社 

高校 

市役所 

公
園
坂
通
り GS

▼歩行者専用道路と車両通行禁止区域 

※詳しくは、市ホームページをご覧ください。 

一方通行→ 
● 

● 
● 

● 

① 

● ① 

④ 
③ 

② 

7月23日に行われた選挙管理委員会で、
平成23年1月24日任期満了に伴う我孫子
市長選挙が、平成23年1月16日豸告示、
1月23日豸投・開票日と決定しました。
L 選挙管理委員会・内線345

http://www.city.abiko.chiba.jp/
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「
原
爆
に
関
す
る
写
真
」
と

「
平
和
祈
念
の
折
り
鶴
」
展

日
程
・
場
所

８
月
３
日
貂
〜
16
日

豺
・
ア
ビ
ス
タ
１
階
ス
ト
リ
ー
ト

内
容

展
示
▼
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
、

▼
原
爆
関
連
資
料
、
▼
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
折
り
鶴

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」上
映
会

日
時

８
月
14
日
貍
①
午
前
10
時
45

分
〜
、
②
午
後
１
時
30
分
〜

会
場

ア
ビ
ス
タ
ホ
ー
ル

内
容

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ

ゲ

イ

ト

」（
２
０
０
５
年
７
月
）。

あ
ら
す
じ

日
本
の
あ
る
僧
侶
た
ち

が
、
宗
教
や
宗
派
を
超
え
て
平
和
を

祈
る
人
々
と
、
広
島
の
原
爆
投
下
地

平
和
祈
念
式
典

日
時

８
月
14
日
貍
午
前
９
時
30
分

（
午
前
９
時
か
ら
受
け
付
け
）

会
場

手
賀
沼
公
園
内
「
平
和
の
記

念
碑
」
前
（
雨
天
実
施
）

内
容

▼
祈
念
式
典
、
▼
参
加
者
全

員
に
よ
る
献
花
と
黙
と
う

※
暑
さ
対
策
に
、
テ
ン
ト
と
イ
ス
を

用
意
し
ま
す
。

※
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

参
加
費

無
料

申
し
込
み

不
要

終
戦
か
ら
65
年
。
戦
争
を
知
ら
ず
、
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
さ
れ
た
こ
と

も
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
て
い
ま
す
。
戦
争
や
被
爆
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る

今
日
、
唯
一
の
原
爆
被
爆
国
民
と
し
て
戦
争
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
忘
れ
ず
、

永
く
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
と
我
孫
子
市
原
爆
被
爆
者
の

会
で
は
、
恒
久
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
を
願
い
平
和
祈
念
式
典
な
ど
、
次
の
催

し
を
行
い
ま
す
。

市
で
は
、
次
の
市
有
地
（
市
街
化
区
域
）
６

区
画
を
売
却
し
ま
す
。

場
所

本
町
２
丁
目
４
３
３
番
３
・
４
（
２
筆

１
３
９
・
00
㎡
）、
新
木
野
１
丁
目
１
９
８
３

番
４
（
３
４
６
・
00
㎡
）、
南
新
木
３
丁
目
15

番
25
（
２
１
６
・
21
㎡
）、
布
佐
１
丁
目
13
番

１
（
１
８
０
・
44
㎡
）、
布
佐
１
丁
目
13
番
19

（
１
６
４
・
02
㎡
）、
布
佐
１
丁
目
13
番
20
（
１

７
９
・
83
㎡
）

決
定
方
法

一
般
競
争
入
札

申
込
期
間

８
月
10
日
貂
〜
９
月
30
日
貅
（
入

札
書
必
着
）

※
入
札
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
有
地
の
売
り
払
い
（
そ

の
２
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

L

管
財
課
蕁
７
１
８
５
・
１
２
８
９

「
事
業
仕
分
け
」
と
は
、
市
で
行
っ
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、
市
民
や
外
部
の
評
価
者
を
交
え

て
公
開
の
場
で
議
論
し
、
最
終
的
に
事
業
の
廃
止

や
見
直
し
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
外
部
の
有
識
者
や

市
民
で
構
成
さ
れ
た
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
21
日
貍
・
28
日
貍
・
29
日
豸
、
い

ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

会
場

市
議
会
第
１
委
員
会
室
（
議
会
棟
）
ほ
か

対
象
事
業

環
境
・
産
業
・
都
市
基
盤
分
野
の
事

業
か
ら
66
事
業
を
選
定
。
対
象
事
業
の
一
覧
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
行
政
情
報
資
料
室
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

L

総
務
課
・
内
線
２
８
２

市
で
は
、
沼
や
河
川
の
水
質
汚
濁
の
防
止
、
衛

生
的
な
生
活
環
境
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
下
水
道
の
経
営
や
整
備
計
画
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
公
共
下
水
道
事
業

審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期

11
月
１
日
〜
平
成
24
年
10
月
31
日
ま
で
の

２
年
間

対
象
・
定
員

３
カ
月
以
上
市
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
（
８
月
１
日
現
在
）
で
、
他
の
審
議
会
な

ど
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
方
、
１
人

審
議
会
の
開
催

平
成
22
年
度
は
、
２
回
を
予
定

選
考
方
法

選
考
委
員
会
に
よ
る
論
文
審
査

申
込
方
法

郵
送
・
持
参
。
「
公
共
下
水
道
に
つ

い
て
」
の
論
文
（
８
０
０
字
程
度
）
、
別
紙
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

締
切
日

８
月
20
日
貊
必
着

O
・
L

〒
２
７
０Y

１
１
９
２
市
役
所
下
水
道

課
（
住
所
省
略
可
）
・
内
線
５
３
９

か
ら
採
取
さ
れ
た
原
爆
の
火
を
持
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
か
ら
世
界
初
の
核
実
験
が
行
わ
れ

た
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
ト
リ
ニ
テ

ィ
サ
イ
ト
ま
で
、
25
日
間
・
２
５
０

０
㎞
を
行
脚
し
た
様
子

対
象
　
当
日
先
着
１
５
０
人（
無
料
）

共
　
通

L

福
祉
相
談
課
・
内
線
６
４
１
、

原
爆
被
爆
者
の
会
・
山
田
蕁
７
１
８

２
・
４
４
０
５

平
成
22
年
度

「
事
業
仕
分
け
」
を
行
い
ま
す

環境・産業・都市基盤分野の66事業を
外部の視点で評価被爆65周年 平和記念事業

恒久平和と核兵器廃絶を願って

戦争中のできごとや戦時中に国民がどの
ような生活をしていたか、当時の生活を知
っていただくため、戦争の記録や軍服、ゲ
ートル、赤紙（召集令状）などを展示しま
す。
※来場先着300人に、市民の方から提供し
ていただいた昔懐かしい遊び道具「お手玉」
（3個セット）を差し上げます。
日時 8月3日貂～16日豺午前9時～午後5
時（最終日は午後3時まで）
場所 アビスタ（第2学習室、2階オープン
スペース西側、第3・第4学習室前）
主催 我孫子市

戦中・戦後の厳
しい生活の中で、国
民はどのようなもの
を食べ、日々を暮ら
していたのでしょう
か。当時の暮らしの
一端を体験してみ
ませんか。
日時 8月14日貍正午ごろ～、アビスタ1
階工芸工作室　　参加費 無料
※先着各100食（なくなり次第終了）。

L 企画課蕁7185－1426

我孫子から発信

平和への祈り

戦争資料展

戦時中と現代風のすいとんを
食べ比べてみませんか

黙
もく

とうをささげましょう
8月15日は「戦没者を追悼し平和を祈念する日」です。また、8月6日は広島に、9日は
長崎に原爆が投下された日です。それぞれの日には、戦没者・原爆死没者の追悼と恒久平
和を祈り、黙とうをささげましょう。 L 福祉相談課・内線641

下
水
道
事
業
審
議
会

委
員
を
募
集

職
種
・
採
用
予
定
数

▼
一
般
行
政
職
事

務
職
（
上
級
）
…
15
人
、
▼
同
（
初
級
）

…
２
人
、
▼
一
般
行
政
職
技
術
職
（
電

気
）
…
１
人
、
▼
福
祉
総
合
職
（
社
会

福
祉
士
）
…
３
人
、
▼
保
健
師
…
２
人
、
□

▼
保
育
士
…
２
人
、
▼
消
防
士
…
２
人

試
験
日
・
会
場

９
月
19
日
豸
、
中
央
学

院
大
学

受
付
期
間

８
月
２
日
豺
〜
13
日
貊
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
（

土
・
日
曜
日
を
除

く
）

申
込
方
法

自
筆
の
試
験
申
込
書
（
総
務

課
、

各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
用

意
）
に
写
真
を
貼
付

ち
ょ
う
ふ

し
、
総
務
課
へ
持
参

※
簡
易
書
留
で
の
郵
送
も
可
。
３
８
０
円

切
手
を
貼
付
し
、
あ
て
先
を
明
記
し
た
返

信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。
８
月
13
日
貊
消
印
有
効
。

受
験
資
格
な
ど

詳
し
く
は
総
務
課
へ（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

O
・
L

〒
２
７
０Y

１
１
９
２
市
役
所

総
務
課
（
住
所
省
略
可
）
・
内
線
２
３
２

市職員を募集 平成23年度
新規採用

学
校
施
設
は
、
児
童
・
生
徒
が
一

日
の
大
半
を
過
ご
す
場
所
で
あ
り
、
□

災
害
時
に
地
域
住
民
の
避
難
場
所
と

な
る
た
め
、
安
全
性
の
確
保
は
大
変

重
要
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
10
年
度

に
校
舎
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
平

成
13
年
度
か
ら
順
次
耐
震
化
工
事
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
校
舎
の
工
事

は
、
当
初
の
耐
震
化
計
画
を
２
年
前

倒
し
し
て
、
平
成
23
年
度
末
ま
で
に

完
了
す
る
予
定
で
す
。

今
年
度
は
、
我
孫
子
第
四
小
学
校
、

並
木
小
学
校
、
久
寺
家
中
学
校
の
耐

震
化
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
に
高
野
山
小
学
校
、
□

湖
北
小
学
校
、
湖
北
中
学
校
、
布
佐

中
学
校
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
で
全
て
の
□

校
舎
の
耐
震
化

は
完
了
し
ま
す
。

ま
た
体
育
館
は
、
平
成
21
年
度
に

５
棟
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
そ
の

診
断
結
果
か
ら
、
体
育
館
耐
震
化
工

事
も
前
倒
し
し
て
、
今
年
度
か
ら
耐

震
化
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
湖
北
台
西
小
学
校
、
□

湖
北
台
東
小
学
校
、
湖
北
台
中
学
校

の
体
育
館
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
ま

す
。な

お
、
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
結

果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

L

教
育
委
員
会
総
務
課
蕁
７
１
８

５
・
１
１
１
０

学
校
施
設
の
耐
震
化

校
舎
と
体
育
館
の
耐
震
化
を

優
先
し
て
進
め
て
い
ま
す

７
月
１
日
付
け
で
、
人
権
擁
護
委
員
の
異
動
が
あ
り
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、

市
民
の
中
か
ら
市
長
が
推
薦
し
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
人
権

相
談
や
人
権
尊
重
の
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
の
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
椎
名
智
子
（
新
任
）

▼
蒲
田
知
子
（
再
任
）

▼
星
川
ア
イ
子
（
再
任
）
▼
後
藤
周
一
（
任
期
中
）

▼
酒
井
正
宣
（
任
期
中
）
▼
中
嶋
康
貴
（
任
期
中
）

▼
寺
山
竜
介
（
任
期
中
）

◎
毎
月
１
回
、
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
虐
待
や

差
別
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

毎
月
第
４
木
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
12
月
は
第
１
月
曜
日
）、
市
役
所
西
別
館
２
階
相
談
室

O
・
L

福
祉
相
談
課
・
内
線
３
９
３
（
事
前
に
電
話
予

約
） 人

権
擁
護
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

市
有
地
の
売
り
払
い（
そ
の
２
）

市
有
地（
６
区
画
）
を

売
却
し
ま
す

http://www.city.abiko.chiba.jp/
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